
（タイトル） 

子どもが遊べる遊具の設置について(2019/6/11) 

（意見要旨） 

口吉川町には子どもが遊べる遊具が１つもなく、子どもも親も集まれる場所

がないので遊具の設置を検討して欲しい。 

（回答） 

口吉川町公民館では、屋外に遊具を設置する予定はありませんが、毎週土曜

日の午前中に公民館の大会議室を無料開放しており、親子でボール遊び、卓球

やバドミントンを楽しむことができます。また、未就学の子どもさんが楽しめ

るスポーツ備品の購入についても検討しています。  

口吉川町では、現在「スポーツクラブ２１口吉川」の事業として、地域の皆

様が親子でスポーツを楽しめる企画を検討しているところです。公民館に集い、

地域の皆様の交流の場としてご利用ください。 

また、口吉川小学校では、毎週土曜日、運動場を地域の皆様に無料開放して

います。小学校には遊具も設置してありますので、ご利用ください。 

なお、平成３１年４月に吉川総合運動公園内に複合遊具を設置しております。

こちらもぜひ、ご利用ください。 

口吉川町公民館や口吉川町のまちづくりに関する事は、口吉川町公民館まで

お問い合わせをいただくようよろしくお願いいたします。 

 

（担当） 

   三木市教育委員会 教育振興部 生涯学習課 口吉川町公民館 

電話 0794-88-0004 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（タイトル） 

バイパス１７５号線のゴミについて(2019/6/25) 

（意見要旨） 

バイパス１７５号線の高木の降り口の一方通行の所にたくさんゴミが落ちて

いる。 

（回答） 

以前にもご指摘をいただき、目立つゴミについては職員でゴミ拾いを行いま

したが、再度、目立つゴミを拾います。また、国道175号入出口については国土

交通省（兵庫国道事務所）の管理となっているため、ごみ拾いおよび草刈りを

依頼していますが、再度依頼をします。 

 

今後もお気づきの点があればご連絡をお願いいたします。 

 

（担当） 

   三木市 都市整備部 用地管理課 

電話 0794-82-2000 ( 内線 2242 ) 

 

 

 

 

  



（タイトル） 

高校生の自転車通学の安全について(2019/9/10) 

（意見要旨） 

自転車通学の市内高校生にヘルメットやたすきは義務づけられないのでしょ

うか。街灯の少ない道路でぶつかりそうになりました。 

（回答） 

ご要望いただきました高校生のヘルメット、たすき着用につきましては、現

状の道路交通法では義務付けは困難なところです。 

しかしながら、実際に危険な状況があることを踏まえて、三木市として若い

命を守るため、市内各高校に自転車通学生徒へのヘルメットやたすき着用指導

を徹底していただくよう依頼してまいります。 

 ご理解いただきますようお願い申し上げます。 

 

（担当） 

   三木市 市民生活部 生活環境課 

電話 0794-82-2000 ( 内線 2386 ) 

 

 

 

 

  



（タイトル） 

ホームページの地図について(2019/9/13) 

（意見要旨） 

三木市のホームページに掲載されている地図上に、旧小河家別邸の場所表示

を掲載できませんか。 

（回答） 

ご要望いただきました旧小河家別邸の三木市ホームページへの掲載につきま

しては、旧小河家別邸のページに添付しているアクセスマップに掲載させてい

ただいています。また、三木市ホームページの「地図で探す」に掲載している

Googleマップでは、画面を拡大していきますと「旧小河家別邸」が掲載されて

います。 

なお、Googleマップの掲載内容については、三木市では編集できないものと

なっております。 

ご理解いただきますようお願い申し上げます 

 

（担当） 

   三木市 総合政策部 秘書広報課 

電話 0794-82-2000 ( 内線 2414 ) 

 

 

 

 

  



（タイトル） 

三木金物の中国への販路拡大について(2019/9/17) 

（意見要旨） 

市長がエフエムみっきぃのラジオの番組で、フランスのぶどう農家に三木の

金物を持っていく計画があると話されていました。中国のほうが市場が大きい

と思いますが、売り込むことは考えないのですか。 

（回答） 

フランスへの剪定ばさみの販路開拓については、日本酒の海外販路開拓に向

け、兵庫県フランス事務所と連携していたことから、フランスのぶどう農園経

営者を紹介いただくなど、実際に営業にいく為の調整を平行して進めておりま

す。 

フランスのぶどう農園に三木金物を持っていく理由の一つは、ワインの生産

地として有名なフランスで、三木の金物が使用されることが今後のブランド展

開において有益であるとの判断であり、人口規模を基に判断したものではあり

ません。また、中国における販路開拓については、魅力的ではありますが、現

時点では、販路開拓につながるネットワークがないことから難しい状況にあり

ます。 

今後、フランスにおいて三木金物が使用されることにより、世界中のワイン

農園で三木金物が使用されることをめざして取組んでいきたいと考えておりま

す。 

 

（担当） 

   三木市 総合政策部 企画政策課 

電話 0794-82-2000 ( 内線 2482 ) 

 

 

 

 


